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語 学教 師 の 「自己」ドを求 め て












て,ヲ ゴ ト点,返 り点などが打たれるようになった。こうして成立 した訓
読は,口訥しやす く覚えやすい読み方を工夫することに集中され た。r学
令」によって,
おじく モ よ う オ　な















此末代ザ マ ノ事 ヲミル ニ,∵…マ高キモ卑 シキモ,憎 ニモ俗 昌琴 ・"…僅
ま な
に真名 ノ文字(漢 字の.こと)ヲバ読 メ ドモ・又基義理(正 しい筋道).ヲサ ト
みこう'ぎよラ
リ知 レル人 ハナシ。男ハ起伝?明 経 ノ文 ヲホ鞄 レ ドモ,ミ シラザルガ
リつリヱう
ゴ トシ。… … 日本紀(日木書紀のこと)以下律 令 ハ我国 ノ事 ナ レ下モ,今
ス コシ読 ミ トク人 ア リガタシ。
と嘆いている。つま切 慈円が生きたナニ ・三世紀の4ろの日本では,漢
文が読めな くなっていたわけである。ζれは,当時の訓読法が,テ キス ト
に個別的な読みを与えてヤ・っ.た撫醐に,も とg中甲語のような普遍的 な読
み方が失な.われたためである。その準南字訓g固 牢などの努力が博士家の
人々によってなされ改良も行な わ れ た が,虚 詞などは読まずに置かれた






であ る 「倭 ト詞」は,漢 字に書 くこともで きぬ し,そ うか とい って仮名 に
書いて も読 みに くく,な ん とも坐 りの悪い言葉であ る。例えば,「はた と,
むず と,し ゃ くと,ど うと,ぎ と,き よと」な どといった オノマ トペ的 な
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副詞がそめ類である。 しかし,rアヤシノ夫,ト ノヰ人j(上下貴饅)までこ





の認識が深 まっていることがそとか ら読み とれるb
外来丈化の異化 と同化は連関しなが ら進行すると前に書いたが,慈 円が
愚管抄を書いたころは,中 国譜 との新 しい接解への要求 も高まっていたわ
けで,文 化的ナシ霊ナ リズ仏 とは,う らはらに,中 国文化の源泉に復帰し
なければならぬ とい う認識 も進行しつづあった。
例えば道元は,十三世紀に,入宋 したが,帰 国して数年後に書いたr正
法眼蔵」のr弁 道話』では,
とふ ていは く,西 天お よび神丹国は,人 もとより・質直な り。中華の しか
え にふ わかてう
らしむ るに よりて,仏 法を教化す るに,い とはや く会入す。我朝は,む
しやうしゆ
か し ょり人に仁智す くな くして,正 種つ もりがた し。










禅僧たち の国では,中 国か ら栄養を吸収 して再 び漢学が生れ変わ りつつ あ
った。
日本 の漢学 は,音 韻変化 してゆ く中国語 を,い くつかのフ ェーズを置 い
目て追いか けていたため,'古来、目呉音,漢 音,唐 音』宋音の ような音韻 の層序







び地」(endave}にさせた。禅寺 の僧堂教育の焼範 とな ったr清 規 」には,
特に唐 宋音が よく保存 されている し,禅 寺では,rウヤ ムヤ」 とか,r挨拶」
とかr出 世」,「喫茶」,「玄関」な どとい う当時 の最新 の中国語が 日本語に
とり入れ られ ている。
日本 僧 の入宋 と中国僧の来朝 も季節風 の存 在を知 った航海技術に よ り,
ちようねん じやくしよう
より安全に行 なわれ るよ うにな ったゆ平安時 代にすでに・ 齎 然・寂 照・
じようじん ちようげんド か く あ
成 尋 な どが 入 宋 し・ 次 い で ・ 重 源・(1167),栄西(ll68,1187),覚阿 ・金 慶
しゆんじよう
(1171),俊祷 〔U99)など の パ イ オ ニ ア の 後,道 元,明 全 の 入 宋(1223)が
らんけいどうウゆう
あ り(計三十七人が入宋「五山詩僧伝」),その後,蘭 渓道 隆 が北条時頼 に招聰
され(1226)て入朝後,宋 や元か ら中国僧二十一人(r五山詩僧伝」)の来朝が
約一世紀 にわた って続い た。
しか しなが ら・目コ ミュニケーシ ョン上 の問題はかな りあ った よ うで,平
安時代 のパイオニア達は,筆 談で しか問答がで きなか った と 「宋史 」は語
ってい る し・来朝す る中国僧 も日本語の素養は ゼ・であ ったか ら,.日本 祉
会に とけ込 めず・ その態度 を非礼呼ばわ りされ,月 本人僧 の間 では必ず し
も喜ばれ なか った ようであ る。
どうりゆう
道 隆 は・r日本語はほとんどでぎず,も っぱら中国語で説法した」とい




























ただ,当 時の円覚寺や建長寺,南 禅寺など,中国僧の居た禅寺 も多かっ
たから,そ こで,ネ ィテ ィヴ ・ス ピーカーか ら,巾国語の生の語感や発音




ることはできないが,五 山に入門するとき に は,r禅宗が外来宗教であ り
かつ中国 より学ぶものであったから,外国語の基本としての漢文学と,中





くいん ぐ ちやう けいあん ニう し ニ けい し ざん
事実,五 山文学 の撤筆老には,愕 隠,愚 中,桂 奄,栩 之,古 剣,此 山,
しいや くしつ しよ)かい ぜっがい せつそん ちゆうか=ん よゆ うじよ てっしゆう てんがん ぺつげん
寂 室,性 海,絶 海,'目雪村,中 巌,中 恕,鉄 舟,天 岸,別 源,な ど中国に
みん ぎ
長期間滞在 した者の他,明 極のような中国人も入ってし.・る。
五山の文学活動は,五 山版と勧せられ る,目禅籍の印刷 も行なっており,



















れず,そ れは,還 俗して林羅山とともに,五 山の禅学と対決.し朱子学を唱
せい か




けい ぶ いんがうろうしようこう オみ
朝鮮刑部員外郎 姜 抗来 りて赤松氏の家にあり.抗,先 生に・見えて 日本
国にこの人あるを喜び,倶 に談ずること日あり。…ワ
先生,赤 松氏に勧めて,姜抗等十数輩をして四書五経を浄書せむ。先生,






















































新教は,旧 教側の腐敗,特 に下級僧侶が無智で南った1こ彰 ラテン語で
聖書を独肖トて,噌般麻民1こ母国語で読ませたこ≧を肇じていた;と,ス
コラ哲学のわ くに閉じこ.も似 現実の社会で役立ち・真理に基づ く学問を
疎外していることなどに強い不満を持ち,自 分達の新しい教育の場を設立
しようとしていた。













ことになった。 と'言うのは,ロ ヨラのイエズス会は,フ レミッジュ・プレ










中世迄は,・教育と言えば,聖 職者 と学者のための教育を意味 したが市民
階級の成長と相俊づ.てルネヅサンス期には{般 人も教育されるべ きだとい
う考えが広まって来た。しかし,}その要求に応ず る一般人のための学校は














ロの思裡教育集 団 として・.教育の串前を行 な った。 その腕前は・高 く.評価
され,封 建諸侯 は,こ ぞって領地にイエズス会 の カ トリック学校を設立 し,
プ・テス タン トの教 員を国外 に追放した。 イ手 ズス会 は,二 うして政治に
巻 き こまれ てい った。彼 らは,ヨ ーロッパの君 主たち と親 し くな り,旧 教
.の連盟 国の中でC,L拳.ば り・匪〉政治活動 も行 な った。.フランスでは,ユ グ 、




は,良 心的な宗教家であったこ≧である・少な くとも当初後 らの目的とし
たところは,貧 しく病める者の救済であったq首 長のロヨラが法王の権力
と結びついて勢力を伸ばそ うとしてから,イエズス会の運命は・会士の主





そ うい う人たちを歴史的に評価 しょうとする場合,本人の意図に重きを置
くか,そ の人間の果 した客観的役割の方に重 きを置 くかで評価がわかれて
くる由縁であるg本論は・両方を統一的に把える立場に立っている。
そ こで次に,イ 午ズス会士たちの主観的側面 も考察しておきたい。彼ら
が,日 本で良心的な教育を行ない,数十万人の信徒を階級を超えて獲得す






た れ もし,日 本人が皆同 じよ うな知識欲の強い民族な らば布教す べ き最適
の 民族 だ とい う印象を得た。 ザ ビエルは,.その初心をす ぐ実行 に移 した。
アンジ ローか ら日本語の手ほ どきを受け 日本に渡 る決意を した のである。
一 五四九年十一月五 日,ザ ビエルはゴ ゴアのサ ン ・パ ウ陰の コシジ ョ(学





チ ース リク氏に よれば,ザ ビエルは,目 本人の短所 を よく見抜 ぎなが ら,
文化的価値 を尊重 し,そ れに基づ く布教計画を立てたと言 うqザ ビエルが
高 く評価 したのは,目 本の政治 ・社会制度が高度 であった こと・学問的 レ
ベ ルが高 く,足 利学校や五山 な どにr大 学 」を持 っていた こと,男 女 を問
わず ほとん ど読み書 きが出来,ヨ ー・ ッバの文盲率 の高 さに比べ て驚 くべ
き レベル の.高さであ った ことの三点であ った。
ザ ビエルは,こ の認識 に立 って,次 の プランを立 てた。 日本の首都 「ミ
ヤ コ」に 入 り,r王」にまず 会 ってr上 から下へ」 の伝道をす る。(これは,
f王⊥に会えず,地方領主に働 きかけることに変更。)
r大学」 へ行 き,ヨ ー ロγパの大学か らも教授を 招 き,日 本の青年を ヨ
ー ・ッパヘ留学 させ るq(これは失敗に終ったp)
聖書の翻訳を して,日 本の宗教文学 を興す。
ザ ビエルの こうした布教 計画は,必 ず しも実現 されなか ったが,彼 は,
r五 五二年,・ ヨラにあてた手紙の中で(村上訳では,そ うはとれないが,目チ
　 の 　 し じ
一スリク訳によると),「日本人 だけが,自 分の力でキ 塑ス ト教 を発展 させる
に 適 してい る」 と信 じて 日本 を去 った。 イエズス会の背景にあ るポル トガ
ー47r
ルや,後 には スペ イソの植民地拡大政策 の観 点 とは別 の次元か らザ ビエル
は 日本 を正確 に見 ている。ザ ビエルは,日 本 の文化的主体性を尊重 し,布
教活動の初期にお いて,日本を独立 した国 として眺 めてい るように思 う。目目
・同 じ精神は,一 五八三年にr日 本諸事要録 」を表 わしたヴ ァリニ ャーノ
について も言え る。彼は在 日イエズス会宣教 師の最 高監督者であ って日本
へ三た び巡察師 として来 て い る。 ヴァリニャーノは,日 本 人が,「有能で
秀でた理解力を有 し」,r子供達は…… ヨー ・ッパの子供達 よりも,は るか
に容易に,か つ短期間に我等の言葉で読み書 きす る ことを覚」え,「我等 ヨ
ー 目ッパ人 の間に見受け られ る粗暴や無能力 とい うことが な く」,r信じら
れ ないほ ど忍耐強 く」,「交際において,は なはだ 用意 周到 であ り」,「服装,
食事,そ の他の仕事のすべてにおいて きわめ て清潔 であ り,美 し く調和 が
保 たれ てお り」,・r他の ことで は我等に劣るが,結 論的 に言 って 日本人が優
雅 で礼儀正 し く秀でた天性 と蓮解力を有 し,以 上 の点で我等を凌 ぐほ ど優
秀 である ことは否定で きない ところであ る。・」 と述べ ている。(第一章)
そ して以上の認識か ら,目




諮責する場合にも,怒 って礼を失した言葉で物を言 うことを慎 しまなけ
ればならない。(第十八章ン
と述べ具体的 には,日 本 に則 した生活態度 と し て,r清 潔,礼 儀正 しさ・
威厳,愛 情」 を挙げてい る。(第二十三章)
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.また松田毅一氏嬬 よれば,ヴ ァリニャrノ.は,?五 七九年硯書簡の中で,
日本を征服 しようとす る 目一 戸咳 づ植 民勢 力のあ5ゆ 蜀試 み 昧,「軍事的
には不可 能」で あ り,・「経 済的には利益が ない⊥ と総長に報 じてい 為…と言
.う。目(r日本巡察記」解説)
もっとも ヴァ リ,F.ヤーノリ以上の よう、な熊度はピ当時 日本頃長 くレ}た布
教長 カ ブラ.ルを批判す るとい ラコマテキス トで理解 されねば な1う趣.・p'ヴ
ァ リニ ャ7ノ は次 の点 について ヵブラルを批判 してい る。 カズ ラル嫁,,1日
本人 をr黒 人で低級 な国民 と呼び⊥ 「ポル トガル人修道士 とまっ、た く異 な
って取 り扱 い」,「日本 の風 習に順応」せず,、.「これを嘲笑 し⊥ ヨr巨 ヅパ
人 との差 をっけ るためrラ テ ン語や ポル トガル語を覚える ことを許さず」,
r神学 校を作る ことを決 して許さ」.ず,.「(日本).語は 『文法 』1によっ、でに判















馬丸南信吊を朱な?て 挙 ウ.,.学り.堵タヨ亀、イ子 ズ不余r本 な勾、で信弔が




















その間,亥 プラルの失政に よって生 じた好ましからざる状態を改善すぺ く,
第一回布教協議会を闘 崔した。更に,r日本布教長内規」 とr神学校内規」
を発令して学習体系の拡充化に努めたg"五 八三年に著わ した,.r日本諸
事要録」やこれ らの発令書か ら,当時の語学教育計画をかな り詳しく知る
ことがでぎる。語学教育に関する重要な部分に以下抜葦してみる。
F神学校生徒時 間表」か ら。(一,二,省 略)





は宿題 をした り,先生から課せられたことをす る。
五,九 時から十一時まで食事をし休養する。
六,十 一時か ら二時まで・ 日本語の読み書ぎをする。すでにできる者は1
日本語の教師が課する日本文の書状を認める。その教師は,学課を訊
ねた り目,習字を修正した り,総てよく秩序立て,目彼 等が上達するよう
にする。
七,二 時か ら三時まで,唱歌や楽器の演奏を練習 し,残余の時間は体憩
する。……




























な ら 諏 。 ∵'…:
子供の時代から優れた教養を体得させる為に隅 異教の詩や・シセロ
の文章に,よつ㌘.テ癖 轍 授す弾 で瞭 く・悪徳蝉 む判 スト教
.的毎操と宗教の優れた材料を記萩し宅いる書籍1こ基づか参裸稼らない。
…… この新 らたに作製す る書籍は,日 本で印刷せねばな らぬザ …・・
神学校 は…… ラテ ン語において も,日 本語に おいて も・憂秀 な教師を
.欠か さ殿 よ うに(す る)。……
「日本諸事要録」第十二章
『口本人の為の神学校の必要,並 びにその経営の方法』 より
ここで企画陣 ている艦 岬 四噸 塑 一目ド・D陸一ニングの群
授 業で ある。読み,書 き,聞 ぎ,話 すの四技能を総合的に教 え,内 容 はキ
リス ト教文献に集 中 した教理教育で あ ることがわかる。つ ま り,ラ テ.ン語
を教 え る目的 は,布 教 に』あ り,あ くまで も語学教育はキ リス ト教を理 解 さ
せ る手段であ った ごとは 明らかであ る。
こ う・して,ヴ ァ リニャーノに よって企 画 された ヲテ ン語教育は一応軌道
に乗 った6ヵ ブラルの時代には,秘 密保持 のため禁止 され ていた ヨー・ヅ
ー52一
パ語教育が初 めて組織的 に行 なわれだ したわけで,ヴ ァリニャーノの功績
は極めて大 ぎか った と言 ってよか ろ う。キ リシタ ン語学の もろもろの成果
は,彼 の立案 がなけれ ば生 まれ なか ったか もしれ ないか らである。
しか し,A五 九〇年 に再び来 日した ヴァ リニ ャ幅ノは ラテ ン語教育を視
察して,r今 まで,彼 らの何人 も ラテ ン語をほぼ解 す るとい う程度 しか進歩
しなか った」(要録追補第八,井 手勝美訳)こ とを見い 出した。その原因は,年
を経た キ リシ タン学習者 は多忙で,記憶力 も落ちて いた こと,日本語 とラテ
ン語を 同 じ学校 で教 えると,ど うして も日本語 に熱が 入 り,ラ テ ン語が軽
視 された ことなどにあった。 ヴ ァ リニャー ノは,こ の点の改善に勤めた。・








1。 教師 の努力 と熱意。
21ラ テ ン語を習得 した修道士が,ラ テ ン語 の本を読 んで,説 教の取材
を して いるのを見て刺激を受けた こと。
3.印 刷機 の導入(ヴ ァ リ昌ヤーノに よる)に よ り書写 の時問が省け,
一層勉強を楽 し くさせた こと。
4.目司教が 日本 に来 るとい う二甚一スによ って,日 本人に も司祭叙階の
可能性が開 けた と希望を持 づた こと。
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しか しこの時 か ら五年経 ってヴァ リユ ヤー ノ自身一六〇一年に(第三回在
日中)書 いた 「日本 キ リス ト教 の起源 と発展,並 びに我が主 の この新 しき
教会 に対す る特別 の,恩寵 についての第一巻」の中で,r日本人少年 はぺ γ習
字 以外,ヨ ー官ッパ人少年 よ りも,ラ テ ン語その他の学問に関 し・早 い進
歩を示 さなか った」(井手勝美)と して,ラ テ ン語教育の成果には否定的 な
評価を下 してい る。
しか し,一 六〇一年か ら,キ リシタγ学校 が閉鎖 され る一 六一 四年 まで
は,印 刷機に よって印刷 され たテキス トの整備 と、一応 目羅 両語 を身につ
けた教育経験者な どを得て,更 に進歩を見 ることがで きた。
デ ィエ ゴ の結城,ペ ドロ ・カスイ,ミ ゲル ・メノエス,マ ルチ ノ ・原,
セパスチ ャ ン ・木村,・ マ ン ・西,コ γス タソチ ーノ ・ ドゥラー ドな どの
ラテγ語 をマス ターした 日本 人たちは,キ リシタソ語学教育史 の最後の段
階 にな って現 われ てい る。 ヴ ァリニ ャーノの最初 の来 日か ら一世 代の時間
が経 っているわけで,や は り語学 教育は,そ の効果 が上 るまで,長 い時間
と努力が必 要である 二とが痛 感 され るσ
これ らの 日本人の中には ラテ ン語の教 師となった人 も多 く,ラ テ ン語で
演説 した原 ・マルチ ノや マカオのイエズス会 セ ミナ リヨの上長に まで なっ
た コンスタ ンチ ン ・ドウ ラー ドな どが居 り,彼 らの書いた立派な古典 ラテ
ン語 の原稿 が残 ってい る。
以上が,日 本におけ る創成期 の ラテン語 教育の歴史的推移の概略で ある
が,具体 的には,どんな方法 を用 い,どんな教科書を使用 したのであろ うか 。
方法は,時 問割か らもわか ると うり反復 に よる暗舗の他・作文・演説
語劇,音 楽な どに よる多角的 な方法が とられた。
ゴメスの一五九三 四の報告 には,発 表 会で,
二人の生徒が,r武力は学問に優るか?」 というテーマで(ラ テン語で)







また,演 劇を とうして,ミ ステ リヨ劇 と呼ばれ る聖書に取材 した劇(rア
グA,エ ワの堕落,ノ アの箱船」など)を ラテ ン語でや らせたが,そ れはpオ
ル ガソや クラポを伴 う楽劇 であった らしい。 イエズス会の劇は,ヨ ー ロヅ
パで も有名で,ロ ペ ・デ ・ウェガや カルデ ロンもそれか ら学 んだ と言われ
てい る。 こ うした語劇は,楽 しく,子 供た ちに喜ばれた。 日本 で最初の視
聴 覚教 育であ った と言って よか ろ う。
また,rキ リシ タγ演劇の主題歌 ・讃美 歌は,街 往 く異教徒た ちに よ っ
ても口ず さ まれ るほ どであ った とい う」(海老沢有道)か ら,音 楽を とう.し
てもか な リラテ ン語教育が行 なわれた こと も確 か で あ る。 一五八一年 の
「日本年 報」は次の ように報告 している。
彼等 は またオルガンで歌ふ 二と,ク ラボCravoを 弾 くことを学 び,す
でに相当なる合 唱隊があ って,易 々と正 式の ミサを歌 ふ ことが できる。
この よ うな多角的 な方法に よって,幼 年組には,ド チ リナを暗記 させ,少
年組 には,ラ テ ン語の読み書 ぎと更に交章 論を教えた。 ドチ リナは翻訳 も
暗記 させた らし く,漢 文 の音訓復読 のよ うな形で原文 と翻訳を同時に覚 え
込 ませた らしい。
ラテ ン語をマスターした 日本人r同 宿」や イルマ ンに対 しては,司 祭養




携 」1セル ケイ ラ著 』r教会 の秘籏 執行必携」,マ 家ニル目◎バ レ ト編r旧 ・新
約聖書,・教会博士及び著名な哲学者め聖教精華』・な どが講義 され た。
この値に,「 日本 のカテキズモ」,ボ ニフ ァシオ師の目「デ 。イ ンステ ィツ
チ オネ」,r日本 人遣 欧使節対話 録」及 びrキ ケ ・演説集」な どが 印刷され,
羅葡 日対訳辞書や アル ヴブ レスのrラ テ ン語文典」な どの語学学 習書 も用
意 された。…
これ らのテキス トは,目目プラ ン トよりは一 アリス トテ レ入や トマス ・ア ク
ィナスな どに基礎 を置 くものであるが,そ れは,目、目月本 で行 なわれた ラテ ン
語教育が,・・キリス・ト教的人文主義の右派の コンテキス トに位置づけ られ る
こ とを示唆 してい る西 ルネサ ンスの人文主 義者 たちの多 くは,自 然 と神の
、恩寵 の関係 をア リス トテ レスよ りは プラ トンの哲学 で解決 しようとした。
ノレネサ.ソスの新プ ラ トン主義に よって,そ れ迄 自然 の外に超然 と存 在 して
いた神が内在化 され,一テ ィリア'一ドがrル ネサ ンスの世界像」で具体的 に
示 した,目神性が 自然界の上 か ら下までに じみわた うてい るような論元的世
界像が成立 した。 こうした神 と自然 との連続性は,目目人間 と神,人 間 と肩 然
との間に も生 き生 きした関係を成 り立た させ,シ ェィクス ビアな どに見 ら
れ る 「存 在の鎖」(全ての事物が神によって結び合わされ照らし合っているごと)
に基づ く』所謂 ルネサ ンス的人間観が成立 したのであ る。r
この人文 主義 左派 とも言える新 プラ トン主義に対 して,一 段古 い考え の
人 文主 義者たちは,ア クィナスや ア リス トテ レスに基づ くス コラ哲学 的要
素を強 く持6て いる。 ごれは,・神 と自然を」元的 に とらえず,自 然 は神 忙
よらて〆lr直竜、1、駿晴」 され ると言 った考 え で,一 応 自然 と神 とを区別 した
考 えである。新 プ ラ トン主義 に よる世界観 よりも,こ の考 え方 の方 が,人
闘 の存 在は1謙 虚 なものにな ってお り,神 と自然 と人間 との安易 な連続 性
は出て来 に く'い。
ところで,当 時 のイ目エズス会は思想的にぽ,古 い方 の考えを まだ捨 て切
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っていなかづだようである。一五五六年に百冊に近い蔵書を携えて来日し
たヌネメは,目「プラ トンの著作ゴももた らして おの,新 プラ トン主義も好
まれていたことは疑いないが,目イエズス会では,ま だスコラ哲学が教えら
れていたし,目キリシタン版のテキス トの 「フィデスの導師」(1592)やゴメ
スのr神学綱要」(1593』4)もアリ目ス トテ レス哲学に基づ くものである。
イエズス会は思想的にほ,中世的価値観を捨て切 っていなかったが,・'行
動の上では,他 のヒューマ乱ス ト達に共通する側面 も持づていたδ
ルネサ ンズのヒューマニス ト達は,新興市民階級に対する新しい教育の
担い手であづた。市民階級は,目実用的な学間を求めジ教育によづて,少 し目
でも■i流社会にλ り.たいとい う情熱を持 らていた。"また,』医学や司法分野,
外交ゴ王室ド貴族'目郷紳などめ秘書,市 役所の書記などは,'・市民階級の新
しい就職 口であ6たが これ らの職業は全て ラテン語で書類を書いた り読ん
だ りする技術と知識が必要であ り,目ラテ ン語への需要は急速に増大し・教
会の外に女法学校が建てられたのセある。
ヒゴーマムス トたちは,こ うした新しい教育上の要求に応える上で先進
的な役割を果した。彼 らは,教育陶治を通 じて,入間を変之キ リス ト教内









また,'ヒ三一マニス トたちはデジャーチ リズ トゐ走 づでもあうえ,印刷
術を背景F読 者大衆臆 識してゆ 轄 く生活を送 ・撮 伽 世代であ
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った。.例えば,エ ラスムスは,速 筆で有名であ ったが,そ れは読者の反応
に機 敏に反応 しつっ,印 刷屋 の一室で執筆 した り校正 した りしたためで あ
る。 この意味で ヒューマ晶ス トは最初 のマス コミ文化人であ ったのだが,
イエ ズス会士に も,こ の精神 は受けつがれ てい る。メ ー ドレたちは,日 本
に印届1機を もち 二み,日 本 のキ リシタ ンた ちに一番 あ った交典や,物 語や,
教 理書を模索 しつつ執筆 しているのであ って,読 者の反応 に よって加筆す
るな ど弾力的な対応 を している。
また,彼 らの ラテ ン語教育法 も,ヒ ューマ ニス トた ちと同 じものがあ るσ
市 民の実用 ラテγ語教育 を 目指 した ヒューマニス トたちは,正 確 さ,有 弁
さ.を第一 の 目的 とし,そ れ故,暗 記の模倣を重ん じた。 そ してこの 目的に
見合 うためには,中 世 の論理学 に偏 した文法 より,古 典時代末期の伝統 を
引 く ドナ ー トウスやプ リスキア ンなどの,有 弁術 と意味 を重 ん じた文典の
方 を重 用 したが,こ の点で も,イ エズス会の ラテ ン語 教育は ヒ ユーニス ト
ラテ ン語教育の伝統 に入 る。 こ うした人文主義 ラテ ン語教 育の表われ とし
て アル ヴ ァレスの 「ラテ ン語文典」 も考え る二とがで きるので ある。 これ
に ついては,次 の章 であつか う。
以.上の ように,イ エズス会 の ラテ ン語教育は,内 容 や思想 におい ては中
世 的ス コラ的な ものを残 しなが ら,教育の体系,文 法の立て方,印 刷術の応
用 な どの方法技術 面においては新 しい人文主義的な要 素を持 っていた こと
にな る。 また ビ本 におけるイエズス会 の特殊性 とも言 うべ ぎある種 の大衆
性,民 主性 も ここに挙げ られて よい もので あるが,こ れは,こ の章 の 「結
び」で述べ る ことにす る。
紙幅が尽 きたので,こ の章 は未 完のまま筆を欄 きイエ ズス会 の ラテ ン語
教 育の テキス トであ るアル ヴ レスの文典 の構造やその ヨーロッパ文法史 の
中での位置づけ,イ エズス会におけ る日本語教 育,キ リシタン語学 が創 り
出 した民衆的語学教師燥,こ の時 代の評価 な どは次回に譲 りたい・
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